
令和６年１２月２日、３日、４日

順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

１ 25番 １　本市の文化芸術を活用したまちづくりについて 市 長

渡 邉 博 夫 　⑴　これまでの取組と評価 教 育 長

　⑵　沼津市芸術祭 関 係 部 長

 ＊一括方式 　⑶　市民の文化芸術環境の充実

　⑷　市民文化センターの拠点としての活用

　⑸　将来に向けた文化芸術の活用

２　本市の安全・安心のまちづくりについて

　⑴　防犯対策

　　①　犯罪の発生状況と現状認識

　　②　強盗・特殊詐欺の被害から市民を守る取組

　　③　いわゆる「闇バイト」から市民を守る取組

　⑵　交通対策

　　①　交通死亡事故多発警報への対応

　　②　自転車使用時の罰則強化への対応

第７回沼津市議会定例会

一 般 質 問

＊　一般質問は、「一括質問一括答弁方式」、「一問一答方式（一問一答及び複合）」により実施しま
  す。

　・「一括質問一括答弁方式」：通告した全ての質問を１回目に行い、答弁に対する再質問として２回
　　目及び３回目の質問を行う。

　・「一問一答」：通告に沿って１回目から、全て一問一答により質問を行う。

　・「複合」：１回目は一括質問一括答弁方式で行い、２回目以降から一問一答に切り替えて行う。

令和６年１２月２日（月）午前１０時から
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

２ 16番 １　本市事務事業の事業構築と事業検証について 市 長

小 澤 隆 　⑴　事業構築と事業検証の現状 関 係 部 長

　⑵　目的設定

 ＊一問一答 　⑶　目的達成指標

　⑷　事業構築時の調査

　⑸　事業検証時の調査

　⑹　リスクマネジメント

　⑺　費用対効果等の検証

　⑻　次年度への申し送り

　⑼　事業構築と検証に関するスキル向上研修

３ 15番 １　本市の中心市街地のにぎわいとまちづくりについ 市 長

井 原 三 千 雄 　て 関 係 部 長

　⑴　沼津市中心市街地まちづくり戦略の取組

 ＊一括方式 　⑵　コンベンションとにぎわいづくり

　　①　コンベンション施設の整備と活用

　　②　国際会議等の開催による波及効果

　　③　よさこい東海道沼津秋祭りとの連携

　⑶　回遊性を高める新たなにぎわい拠点づくり

　　①　沼津狩野川かわまちづくり計画

　　②　イオンタウンとの連携
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

４ 20番 １　健康長寿の推進について 市 長

長 田 吉 信 　⑴　子宮頸がん予防について 教 育 長

　　①　子宮頸がん予防の取組 関 係 部 長

 ＊一括方式 　　　ア　子宮頸がんに対する認識

　　　イ　子宮頸がん予防の取組

　　②　これまでのＨＰＶワクチン接種の取組

　　　ア　国の取組

　　　イ　本市の取組

　　③　キャッチアップ接種の状況と高校１年生への

　　　対応

　　　ア　キャッチアップ接種の状況

　　　イ　高校１年生の接種状況

　　　ウ　それぞれの接種率

　　④　ワクチン接種の周知と通知の取組

　　⑤　子宮頸がん予防の今後の取組

２　ＩＣＴ活用教育推進事業について

　⑴　学校教育におけるＩＣＴ活用について

　　①　これまでのＩＣＴ活用状況

　　②　今後の取組

　⑵　ＧＩＧＡスクール構想に用いる端末の更新につ

　　いて

　　①　端末の処分とデータ消去に対する認識と取組

５ ９番 １　安全・安心のまちについて 市 長

小 泉 宣 子 　⑴　近年の気候変動により頻発する豪雨による浸水 関 係 部 長

　　被害対策について

 ＊一括方式 　　①　排水ポンプ車と排水ポンプパッケージの運用

　　　と効果に対する認識

　　②　排水機場の管理や操作について

　　　ア　地元操作員への対応

　　③　西添町地内における排水ポンプ設置工事につ

　　　いて

２　力強い産業を牽引するまちについて

　⑴　スマート農業導入支援事業

　　①　これまでの実績

　　②　効果に対する認識

　　③　推進していくための今後の取組に対する認識

　⑵　女性の就労支援について

　　①　女性デジタル人材育成プログラムの取組状況

　　　と今後の展開について

　　②　女性起業家育成の取組について

令和６年１２月２日（月）午後から
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

６ 12番 １　避難所ともなる学校施設の防災機能強化のための 市 長

尾 藤 正 弘 　取組方針について 教 育 長

　⑴　避難所として使用する学校施設環境改善の取組 関 係 部 長

 ＊一括方式 　　①　学校の体育館トイレの洋式化の現状

　　②　避難所ともなる学校の体育館空調設備の設置

２　障がい者の支援体制について

　⑴　障がい者基幹相談支援センターの体制と現状

　⑵　関係機関との連携と取組

　⑶　成年後見制度の現状

３　香貫山の整備について

　⑴　現状の取組

　⑵　今後の取組

４　物価高対策について

　⑴　市民生活を圧迫していることについての認識

　⑵　軽減税率が適用されている飲食料品の消費税等

　　相当額の給付

　⑶　中小企業への支援

７ ８番 １　本市の災害対策について 市 長

村 木 豊 　⑴　南海トラフ地震臨時情報発表時の対応 関 係 部 長

　　①　本市の対応とこれに対する振り返り

 ＊一括方式 　　②　市民への啓発に対する認識

　　　ア　備蓄品

　　　イ　避難行動

　⑵　沼津市公式防災アプリの活用

　⑶　防災備蓄倉庫の民間施設利用

　　①　現在の防災備蓄倉庫の配置状況とこれに対す

　　　る認識

　　②　民間施設利用の条件と可能性

　⑷　土のうの利用促進

　　①　土のう利用の効果に対する認識

　　②　土のうステーションの拡充と啓発に対する考

　　　え

　　③　土のう袋等の購入補助に対する考え

２　本市の環境美化活動について

　⑴　海岸清掃の意義とこれからの市民協働に対する

　　認識

　⑵　中高生の海岸清掃活動に対する取組の認識と支

　　援

　⑶　ボランティア参加証明書を活用した市民の参画

　　意識向上
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

８ ３番 １　農地を含む山間部の通信環境整備について 市 長

大 川 敬 太 郎 ２　農業用の重機等を含めた補助制度の創設やさらな 関 係 部 長

　る拡大について

 ＊一括方式 ３　本市発注の建設工事における建設発生土の処分場

　の確保について

　⑴　建設発生土等を市内で処理することについての

　　認識

　⑵　「県盛土条例」と「市盛土条例」がある状況に

　　加え、「盛土規制法」が運用されたときの市内土

　　木建設業者への影響

　⑶　建設関連団体等、民間団体との協議の必要性

４　産後ケア事業について

　⑴　取組と目的

　⑵　実績と評価に対する認識

　⑶　現在の体制

　⑷　今後の取組
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

９ ６番 １　災害時における迅速避難への対策について 市 長

大 草 満 　⑴　近隣市町との連携 関 係 部 長

　⑵　避難路の掲示、案内

 ＊一括方式 　⑶　避難阻害要因になり得るブロック塀

２　障害者雇用促進法改正を踏まえた取組について

　⑴　採用試験での合理的配慮

　⑵　採用後の合理的配慮

　⑶　法改正の趣旨及び内容の周知

１０ 21番 １　令和６年10月27日執行の衆議院議員総選挙につい 市 長

深 田 昇 　て 選挙管理委員会
委 員 長

　⑴　投票所入場券の到着遅れについて 関 係 部 長

 ＊一括方式 　　①　印刷業者を選定するための事前調査

　　②　見積合せ

　　③　市役所での印字と封書作業

　　④　郵便局への持込み

　　⑤　市民への周知

　　⑥　予算確保上の工夫

　　⑦　印刷手配上の工夫

　⑵　投票所入場券の未達について

　　①　印字や封書の際の確認作業

　　②　市民からの問合せ対応

　　③　投票や選挙結果への影響

　　④　投票日以降の調査

　　⑤　未達の原因が特定された後の市民や郵便局へ

　　　の対応

　　⑥　責任問題

　⑶　今後の取組

２　商業施設等への期日前投票所や共通投票所の設置

　について

　⑴　これまでの調査研究の成果について

　　①　設置のための課題

　　②　設置に必要な経費

　⑵　今後の取組

令和６年１２月３日（火）午前１０時から
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

１１ 23番 １　県の木造住宅耐震化プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ 市 長

渡 部 一 二 実 　（東海・倒壊）－０」と連携した目標耐震化率の必 関 係 部 長

　達に向けた取組強化策について

 ＊一括方式 　⑴　住宅・土地統計調査に基づく耐震化率（推計値）

　　と耐震不足な実際の木造住宅数との乖離に対する

　　認識

　⑵　沼津市建築物等耐震化促進事業の取組実績に対

　　する認識

　⑶　沼津市住宅耐震化緊急促進アクションプログラ

　　ム2024の進捗状況

　⑷　耐震診断の消化不良及び耐震補強工事につなが

　 　　らない事案の解消

　⑸　令和７年度末の耐震化率95％必達に向けた取組

　　強化策

２　フェーズフリーな防災に向けた取組推進について

　⑴　防災におけるフェーズフリーに関する認識

　⑵　防災備蓄品へのフェーズフリー的な考えの導入

　⑶　トイレトラックやキッチンカーのフェーズフリ

　　ー化の考え

　⑷　防災訓練の日常化や校区祭等の地域イベントの

　　防災訓練化
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

１２ １番 １　書店業支援について 市 長

川 口 慶 　⑴　書店業支援への認識 教 育 長

２　シビックプライドの醸成について 関 係 部 長

 ＊一問一答 　⑴　学校と地域の連携・協働の中での、子どもたち

　　の地域学習の状況

　⑵　沼津市子ども会育成連絡協議会の活動

　　①　これまでの活動状況

　　②　沼津市子ども会育成連絡協議会の活動に対す

　　　る本市の認識

　⑶　シビックプライド醸成の取組

　　①　これまでの取組への評価

　　②　今後の取組

３　学校給食について

　⑴　米不足への対応

　⑵　給食の質の状況

　⑶　栄養士・調理員など人員確保の状況

　⑷　給食費の状況

　　①　給食費の滞納状況

　　②　給食費の収納率向上の取組

　⑸　給食費無償化への認識

１３ ２番 １　本市におけるマイナンバーカードの取扱いについ 市 長

髙 橋 秀 子 　て 病 院 長

　⑴　顔認証マイナンバーカードの交付 関 係 部 長

 ＊一括方式 　⑵　電子証明書の更新手続

　　①　電子証明書の更新手続の実績

　　②　具体的な手続の場所、方法

　　③　令和７年度の更新見込数

　　④　市民に対する周知・広報

　⑶　マイナ保険証について

　　①　短期被保険者証の廃止に伴う対応

　　②　マイナ保険証の利用登録解除の手順・実績

　⑷　沼津市立病院での対応

　　①　マイナ保険証での資格確認の実績

　　②　マイナ保険証での資格確認ができなかった際

　　　の対応

２　生活弱者に対する支援について

　⑴　物価高騰に対する現在の生活保護基準について

　　①　エアコンの設置基準

　　②　冬季加算特別基準の運用の実績

　　③　自動車の保有に関する運用の見直し

　⑵　ひとり親家庭等医療費助成について

　　①　償還払いの見直し

令和６年１２月３日（火）午後から
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

１４ 18番 １　市立小中学校の太陽光発電設備について 市 長

山 下 富 美 子 　⑴　稼働状況の推移 教 育 長

　⑵　設備の不具合に係る対応 関 係 部 長

 ＊一問一答 　⑶　教育的な効果と経済的な効果

　⑷　停電時等における対応

　⑸　今後の取組

２　沼津夜間救急医療センターの使途不明金事件につ

　いて

　⑴　事件発覚の発端からその後の経過

　⑵　刑事告訴への対応

　⑶　沼津市の管理責任及び損害賠償請求等の対応

　⑷　市民、関係者等への謝罪と説明責任

１５ 17番 １　10月の衆院選で、沼津市の一部地域に投票所入場 市 長

江 本 浩 二 　券が届かなかった問題について 選挙管理委員会
委 員 長

　⑴　起きた事実

 ＊一問一答 　⑵　問題の重大性への市長、選挙管理委員会委員長

　　の認識

　⑶　10月30日の定例記者会見と選挙管理委員会の説

　　明

　⑷　11月15日の臨時記者会見

　⑸　問題が及ぼした影響

　⑹　市民、関係者への謝罪

　⑺　再発防止の決意と方策

　⑻　問題発生原因の究明

　⑼　責任者、関係者の処分
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順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

１６ 11番 １　住居を失った方への支援について 市 長

平 野 謙 　⑴　居住確保の権利に対する認識 関 係 部 長

　⑵　ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）

 ＊一問一答 　　の結果について

　　①　本市の状況

　　　ア　これまでとの比較

　　　イ　結果に対する認識

　　　ウ　具体的な対応

　　②　調査対象とならない方の状況

　　　ア　実態の把握

　　　イ　アウトリーチの状況

　　　ウ　今後の取組

　⑶　住居を失った方への支援策

　　①　本市の状況

　　　ア　具体的な支援策

　　　イ　一時生活支援事業の活用状況

　　　ウ　課題と評価

　　　エ　今後の対応策

　⑷　市営住宅の運用状況について

　　①　市営住宅設置の目的

　　②　入居状況とその認識

　　③　入居までの期間と手続

　　　ア　申込みから入居まで時間がかかる理由

　　　イ　即入居可能なケース

　　④　住居を失った方に対する市営住宅活用の可能

　　　性
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